
まったという事は見ཷけられず、㏫に今後のᨵಟに対

する要ᮃもලయ的にお伺いする事が出᮶た。ලయ的には、

⠏年数もྂく大きなẁᕪが数々見られた事が多かった

が、そࡕらに対しては「リࣁビリࠖと⫯ᐃ的に捉え、そ

のような場所でのṌ行をᨭするためのᡭᦾ等が必要で

あるという意見がᣲࡆられた。また、᪤存のᘓලを利用

して、本人の日ᖖ生活でのື⥺をサ࣏ートする工ኵをし

た事も見られた(No.7)。このような工ኵは、本人が寝

室と日中の居場所(ࢽࢲング)を行き᮶するື⥺上に見

られた。⛣ືの㝿、本人が⛣ືの㝿にఏう⨨を介護者

が☜認し、また、それにྜわせてࣛ࢞スがᔐめこまれた

ドア(ᅗ中ձ)のࣛ࢞ス㒊ศをྲྀり㝖き、㞀Ꮚの⣬をが

す(ᅗ中ղ)ことで、本人が⛣ືの㝿ᥗめるようにした。

結果、本人は㐪ឤなく、⛣ືがᐜ᫆になったという。 
ただし、「寝室からトࣞのື⥺をはじめ、見慣れた自

宅内の㢼ᬒは変えない方がⰋい とࠖいう意見や、「ᘬきᡞ

が重いのは不౽であるが、ᛴにそれが軽くなるとかえっ

て混乱するだࢁうࠖという意見が⪺かれ、軽度のうࡕで

あっても㐣なᨵಟは㑊けるきであるという事がㄞࡳ

ྲྀれた。 
b)ொჾのࣞア࢘ト変更 
家ලや⣡の⛣ືに関しても、⛣ືがあっても混乱が

生じた事は見られなかった。No.9 の事であるが、こ

の事では家ලの⛣ືを行ったのは㸰ࣨ所見られた。１

ࣨ所目は、本人が寝室とリビングを行き᮶するためのື

⥺上、㸰ࣨ所目は、本人の寝室からトࣞ・Ὑ㠃のື

⥺上であり、本人の日ᖖ生活において㏻る㢖度の高いື

⥺である。どࡕらも、ᗈいື⥺を☜ಖするために家ලの

⛣ືを行ったという。結果、特に前者においては本人の

⛣ືがᐜ᫆になったという。 
これらの事から、軽度の期であっても住宅ᨵಟや

家ලの多少の⛣ືは有効であり、ࡴしࢁ自立した在宅生

活を維持するためには必要な事が♧၀される。ただし、

それらを有効なものとするためには、軽度高齢者の住居

内でのᚑ前からの行ືパࢱーンを把握し、軽度高齢者に

混乱を生じさせる事のない、ᚰ㌟に㥆ᰁࡴような工ኵが

必要であると考えられる。 
 
ㅰ㎡ 
今回、本研究のためにヒアリング調査にࡈ༠力㡬いた認知症高齢者・ࡈ

家族の方々、ならࡧに対象者を㑅出にあたりࡈ༠力㡬きました小規模多

機能居宅介護施設の⫋ဨのⓙ様に῝くᚚ♩を⏦し上ࡆます。 
また、本研究（の一㒊）は、文㒊⛉学┬・⛉学ᢏ⾡⯆機ᵓによるᨭ

グࣛムࠖࣟࣉン（㹁㹍㹇）ࣙࢩー࣋ࣀ・ࣈ࢜・ーࢱンࢭ」グࣛムࣟࣉ

によって行われたものです。 

注㔘 

１)それࡒれの施設に、軽度認知症高齢者のサービス利用者の中で、ヒア

リング調査に༠力して㡬ける方を⤂介して㡬いた。なお、軽度認知症高

齢者を⤂介して㡬けない場ྜは、中等度以上の認知症高齢者も対象とし、

ヒアリング調査では軽度の㡭の状ἣについておヰをお伺いする事とし

た。 
㸰)本研究における「軽度ࠖのᐃ義は、ཌ生ປാ┬のᐃめる「認知症高

齢者の日ᖖ生活自立度ࠖをᑻ度とし、ุᐃᇶ‽に「自立できるࠖとグ㍕

されているϩ㹠までとした。 

３)「㞀ᐖ高齢者の生活自立度ࠖとは、要介護認ᐃの㝿、認ᐃ調査・

་意見᭩において用いられているᣦᶆである。以下にࣛンࢡとุᐃ

ᇶ‽を♧す。 

㸲）No.4 についての寝室⛣ືが発症前後での住ࡳこなしであると᥎ 

した⌮⏤はḟの 2 点である。 
ձධ院後には⾲㸰の「うつ状態(ධ院┤後はこのഴྥがᙉかったと伺

っている。) 「ࠖ家のᤲ㝖をしなくなるࠖ状態が見られた。་ᖌによる

認知症のデ᩿ではないが、このような状態は㺀ධ院㺁という環境変化に

よって認知症の周辺症状がᘬき㉳こされたものと᥎ できる。 

ղ寝室⛣ືについて、当ึは、㦵ᢡによって㝵ẁによる⛣ືが༴㝤で

あるため本人とፉの寝室をධれ᭰える(本人が１㝵、ፉが㸰㝵)という

考えもあったが、上グのような本人の状態に対してኪ間の見守りが必

要だと考えたため、本人とፉのྠ室ᑵ寝とした。 

以上の事から、㺀㦵ᢡ㺁という㌟య的な⌮⏤のࡳであれࡤ、ู室ᑵ寝でも

ྍ能でありながら、ྠ室ᑵ寝の寝室⛣ືを㑅ᢥした事は「㦵ᢡࠖのࡳ

でなく、発症も大きなዎ機として寝室⛣ືを行ったと᥎ した。 
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１．はじめに 

（１）研究の背景と目的 

昨今の空き家の増加問題は様々な問題を生み出してお

り、改善に向けた１つの手段である建物の除却や改修に

は莫大な費用が必要である１）。こういった状況の中、国

土交通省による公的資金を投入しての建物の改修や除去

費用を補助する事業「空き家再生等推進事業」が平成２

０年度から始まった。�

本研究では、公的資金による空き家対策や、民間事業

者の経済的自立が重要であると考え、①本事業の活用実

態の把握、②民間組織による運営実態の把握、の �点を

明らかにすることを目的とする。�

（２）研究の対象 

「空き家再生等推進事業」の「活用事業タイプ���」を

活用した６８自治体９３施設を研究対象とする。�

（３）研究の方法 

第１に、都道府県に対しメールアンケート調査を実施

し市町村を特定する。第２に空き家再生等推進事業を活�

 

 

用している市町村に対しメールアンケート調査を実施し、�

事業を活用した施設の用途などの確認をする（２）。第３に、

施設管理運営組織に対して郵送アンケートを実施し、施

設の基礎情報や管理運営の実態を把握する。第４に、施

設管理運営組織に対してヒヤリング調査を実施し、改修

後の施設の管理運営組織が民間であり、かつ施設の性質

が民間であると本研究で定義した団体について、改修後

の施設運営詳細を明らかにする。����

（４）既往研究との関連 

� 空き家問題を扱った既往研究は様々であり、空き家の

発生メカニズムや、空き家活用策に関する研究などが存

在する。本研究に近い後者の空き家活用策に関する既往

研究について述べると、山田ら（����）２）による建物の

改修費用についての経済的収支に関する研究や、江口ら

（����）３）による空き家改修プロジェクトの詳細に関す

る研究、松浦ら（����）４）による公設民営の施設整備の

実態調査などがあるが、公的支援に着目すると、改修費

用では公的支援を受けていないケースや、そもそも建物�

�

�

空き家再生等推進事業を活用した空き家等の再生に関する研究 
－改修内容の詳細と民間事業者による運営の実態について－�

�

A Study on Renovated Vacant Houses and Buildings  
by Programs to Promote Reuse of Vacant Houses 

 

○大河原章介�，松浦健治郎�，浦山益郎��

OKAWARA Shosuke, MATSUURA Kenjiro, URAYAMA Masuro 

 

 

Increase of vacant houses has caused various problems and requires rapid responses. In this 

situation� programs of the promotion of reuse of vacant houses have started by administration 

which aims to help renovation expenses of vacant houses. An administrative support to solve this 

issues and continuing to use those vacant houses are important. Therefore this paper analyzes and 

clarifies an actual utilization of this programs and an actual management of economically 

independent privately-managed organizations. 

 
キーワード：空き家，改修，空き家再生等推進事業，民営，行政支援�

Keywords: vacant houses and buildings, renovation, programs of the promotion of reuse of vacant houses,  
privatization, administration support  
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は行政が所᭷し、運営のみ民間にጤクࢀࡉているケース

を扱うなどであり、改修に公的な資金援助を受けなが

らも民間が建物を所᭷し経済的に行政から⊂立して運営

まで行っているケースをྲྀり扱っている研究はᑡない。

よってᙜ研究では、改修の㝿に公的支援を受けながらも

民間が所᭷、運営するという、空き家対策をㅮࡌるୖで

今後のࣔࢹルケースともなりえる事を扱うことに᪂つ

性があるといえる。�

 
２．改修内容の詳細 
（１）事業の活用実⦼のᴫせ 
まࡎ、空き家再生等推進事業を活用しているのは６８

自治体９３施設ࡔった。改修を行った、あるいは改修を�

ィ⏬している施設のᴫ要を⾲１に♧す。�

都道府県ูにぢると事業を୍␒ከࡃ活用しているのは 

ዉⰋ県の１４௳であり、ḟに㧗▱県の１１௳と⥆いてお

り、この２県はᙜ事業を✚ᴟ活用しているというពで

ඛ進的な都道府県といえる。�

（２）改修๓の用㏵�

改修๓後の用途については、改修๓の用途はఫᏯがከ�

�る（ᅗ１）。また、教⫱施設にࡵ体の⣙㸳２㸣をしࡃ

ὀ目すると、体で２␒目にྜの㧗いᑠ学ᰯ１２௳や�

中学ᰯ、その学ᰯ、大学をྜィすると１㸳௳となり、

体の１８㸣にもなる。学ᰯのᩜᆅは୍⯡的にᗈࡃ、建

物の空き建物は࿘㎶ᆅᇦに大きなインࣃクトをえる

ことから、✚ᴟ的に再用の道を᥈らなけࡤࢀならない

建物であるとゝえる。「その」１㸳௳のෆヂをみると、

ὴ出所や郵౽ᗇ⯋、町ᙺሙなどの公ඹ的な性᱁をᣢつ建

物が６௳でぢらࢀた。�

事ົ所やᗑ⯒といった民間の性質をᣢつ施設が９௳で�

⾲１� 改修したタのᴫせ�
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まで行っているケースをྲྀり扱っている研究はᑡない。
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今後のࣔࢹルケースともなりえる事を扱うことに᪂つ
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２．改修内容の詳細 
（１）事業の活用実⦼のᴫせ 
まࡎ、空き家再生等推進事業を活用しているのは６８

自治体９３施設ࡔった。改修を行った、あるいは改修を�

ィ⏬している施設のᴫ要を⾲１に♧す。�

都道府県ูにぢると事業を୍␒ከࡃ活用しているのは 

ዉⰋ県の１４௳であり、ḟに㧗▱県の１１௳と⥆いてお

り、この２県はᙜ事業を✚ᴟ活用しているというពで

ඛ進的な都道府県といえる。�

（２）改修๓の用㏵�

改修๓後の用途については、改修๓の用途はఫᏯがከ�

�る（ᅗ１）。また、教⫱施設にࡵ体の⣙㸳２㸣をしࡃ

ὀ目すると、体で２␒目にྜの㧗いᑠ学ᰯ１２௳や�

中学ᰯ、その学ᰯ、大学をྜィすると１㸳௳となり、

体の１８㸣にもなる。学ᰯのᩜᆅは୍⯡的にᗈࡃ、建

物の空き建物は࿘㎶ᆅᇦに大きなインࣃクトをえる

ことから、✚ᴟ的に再用の道を᥈らなけࡤࢀならない

建物であるとゝえる。「その」１㸳௳のෆヂをみると、

ὴ出所や郵౽ᗇ⯋、町ᙺሙなどの公ඹ的な性᱁をᣢつ建

物が６௳でぢらࢀた。�

事ົ所やᗑ⯒といった民間の性質をᣢつ施設が９௳で�

⾲１� 改修したタのᴫせ�

１０㸣というྜࡔったたࡵ、改修๓の建物用途は、

体的にみࡤࢀఫᏯと、学ᰯなどの公ඹ的な性᱁の施設に

より㧗いྜが༨ࡵらࢀていることがࢃかった。�

（３）改修ᚋの用㏵�

改修後の建物用途をぢてみると、体的に用途の೫り

がῶᑡした（ᅗ２）。「その」を除き、用途✀㢮のᩘは、

改修๓から後で、１０௳から１１௳になりࡔࡌྠࡰが、

改修๓の「ఫᏯ」は㸳２㸣なのに対し、改修後のᐟἩ⣔

用途である「ఫᏯ」と「体㦂ᐟἩ施設、ࢤスト࢘ࣁス」

はそ２０ࢀࡒࢀ㸣となり、３௨ୗの用途௳ᩘがその

ྜを増やしている。�

改修๓後の用途の関㐃性については、改修๓がఫᏯ用

途である建物が、改修後どのような用途にኚしたかの

ෆヂをぢると、体㦂ᐟἩ施設、ࢤスト࢘ࣁスの改修が

３１㸣で、⥆いてఫᏯの改修が２９㸣（３␒目にከい

のは」ྜ施設の１３㸣）、と⥆き、改修後もᘬき⥆きᒃఫ

に関ಀする用途施設に改修ࢀࡉるケースがከいというഴ

向がみらࢀた。そのには、学ᰯ等の公ඹ施設が２９㸣

と増加し、ᗑ⯒、事ົ所等の民間施設が㸵㸣とᚤῶして

いる。�

�

（４）タの改修の内容�

改修ෆᐜをみると、᭱もከいのは「用途ኚ᭦にకう改�

修」（㸳㸳㸣）である（ᅗ３）。既存の用途がそのᙺ

を⤊え、᪂たな用途として改修ࢀࡉるケースがከいのは

ᙜ↛の⤖ᯝといえる。�

そࢀ௨እの㑅ᢥ⫥のྜはとࢇどᶓࡤいとなってい

るが、「（᩿⇕ฎ理等）ᛌ㐺性向ୖのたࡵの改修」（３１㸣）

がᑡないのは、㝈りあるண⟬の中でややඃඛ㡰がୗが

ったと推ᐹできる。「その」のෆᐜについては、ⱝᖸの

修⧋にとどまらない༙ゎ体修理などがみらࢀた。�

（㸳）タのࣥࣉ࣮࢜ᮇ�

施設の࢜ープンᮇをぢると、２００９年度の事業㛤始

年度からᚎ々に増加し、２０１２年㹼２０１３年には㸵

ったものが⩣２０１４年、⥆いて２０１㸳年には１ࡔ௳

８௳、１㸵௳と２０１３年のᩘから⣙２ಸ௨ୖに増加し

ていることがࢃかる（ᅗ４）。改修のᮇ間が大体どの施設

も大ᕪがないと௬定するならࡤ、ᙜ事業がᚎ々にྛ自治

体に認▱ࢀࡉており、かつ、௦のニーズにྜ⮴した施

策と受け入ࢀらࢀていることを♧している。空き家問題

がクローズアࢵプࢀࡉている中で、今後も活用事ᩘは

⥅⥆して増加することが考えらࢀる。 
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ᅗ１� 改修๓ᘓ≀用㏵�Q ���0$��� ᅗ２� 改修ᚋᘓ≀用㏵�Q ���0$���

ᅗ３� 改修内容（Q ��（0$）） ᅗ４タのࣥࣉ࣮࢜ᮇ（Q ��）�
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（㸴）ᵓ㐀࣭ᘓ⠏ᵝᘧ࣭ᘓ⠏ᖺ௦�

建⠏ᵓ㐀のྜについては、ᮌ㐀が体の６４㸣と

大きいྜを༨ࡵるが、㹐㹁㐀のྜも３０㸣と大き

い。その６㸣はΰᵓ㐀であり、㕲㦵㐀はみらࢀなか

った（ᅗ㸳）。�

ḟに建⠏様式は近௦建⠏が᭱もከࡃ、体の４０㸣

にあたる（ᅗ㸳）。�

᭱後に建⠏年௦については体の４１㸣は（１

９４㸳年㹼）であることから、ẚ㍑的᪂しい建物がከ

いといえる（ᅗ㸳）。�

（㸵）区ᇦูのタの≉ᚩ（ᅗ㸴）�

１）య的࡞≉ᚩ�

施設の立ᆅについてみるとᆅᇦఫᏯィ⏬に定ࡵらࢀ

た༊ᇦ、⏘Ⅳ等ᆅᇦཪは㐣ᆅᇦ、特にᣦ定の↓い༊

ᇦの３༊ᇦがそࢀࡒࢀ体の⣙１㸭３ࡎつྜをしࡵ

ている。ᙜ事業は平成２㸳年度までは㝈的ᥐ⨨とし

て対象༊ᇦを㝈定していなかったࢃけࡔが、「特にᣦ

定の↓い༊ᇦ」が体の１㸭３をしࡵる⤖ᯝをぢると、

今後、ᙜ事業を活用したࡃても対象ᆅᇦእのたࡵ、対

象から₃ࢀてしまう施設がከᩘ出てࡃることも考えら

�。るࢀ

２）区ᇦࡈとの≉ᚩ�

ᆅᇦఫᏯィ⏬に定ࡵらࢀた༊ᇦの建物用途をみると、

「交ὶ施設」が２９㸣で、⥆いて「」ྜ施設」が２４㸣、

「ᐟἩ⣔施設」が１８㸣と㧗いྜをしࡵる。交ὶ施

設や」ྜ施設を整備して、町の活性をಁすពᅗがㄞ

みྲྀࢀる。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

ḟに、⏘Ⅳ等ᆅᇦཪは㐣ᆅᇦの建物用途をみると

「１）ᆅᇦఫᏯィ⏬に定ࡵらࢀた༊ᇦ」、「ఫᒃ、ᐟἩ

⣔施設（定ఫಁ進、体㦂ᐟἩ施設、シェア࢘ࣁスなど）」

が体の６０㸣とከᩘをしࡵる点が特ᚩ的である。࿘

ᅖの㇏かな自↛をうまࡃ活かすᙧで、体㦂ᆺᐟἩ施設

などに改修しているのではないかと考えらࢀる。�

 
３．タの運営について�

（１）事業用目的�

� 建物を改修した目的については「ᆅᇦの活性」が

᭱もከࡃみらࢀた（ᅗ㸵）。「ᆅᇦの活性」を㑅ᢥし

た施設の改修後の用途をみると２９施設のう２０ࡕ

施設（㸵０㸣）がఫᏯや体㦂ᐟἩ施設、ࢤスト࢘ࣁス

など、となっており、㉺๓町⛣ఫ・ᆅᇦᒃఫ体㦂施

設（௬）（㉺๓町）をはࡵࡌとした定ఫಁ進を目的とし

た体㦂ఫᏯがከࡃぢらࢀる。�

（２）タの⟶⌮運営⤌⧊�

� 施設の運営管理組織は体の６３㸣をᆅ᪉公ඹ団体

が༨ࡵる⤖ᯝとなった（ᅗ８）。体の１㸳㸣と２␒目

にྜの㧗い「ἲே᱁をもたない௵ព団体（௵ពのま

り組織など）」や「株式会社」などの管理運営がࡃ࡙ࡕ

体の⣙３をᩘえるという事実は、実㝿にᙜ事業が

民間に㛤かࢀている事業であることを♧している。�

（３）タのබඹ�民間のᛶ㉁�

ᙜ事業を活用した施設について、費用㈇ᢸ、運営組

織、ᣦ定管理者ไ度の᭷↓という３つのᣦᶆを用いて、

公ඹ改修公ඹ運営タイプ（௨ୗ、タイプ㸿）、公ඹ改修 
�

�

�

�

�

�

�

�

�

ᅗ㸳� ᘓ⠏ᵓ㐀（Q ��（0$））ࠊᘓ⠏ᵝᘧ（Q ��（0$））ࠊᘓ⠏ᖺ௦（Q ��（0$）） 
�

 

ᅗ㸴� タの❧ᆅ区ᇦ（Q ��）ࠊᆅᇦఫᏯィ⏬にᐃめࢀࡽた区ᇦのタ（Q ��）ࠊ�

Ⅳ等ᆅᇦཪは㐣ᆅᇦのタ（Q ��）�
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て対象༊ᇦを㝈定していなかったࢃけࡔが、「特にᣦ
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象から₃ࢀてしまう施設がከᩘ出てࡃることも考えら
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が体の６０㸣とከᩘをしࡵる点が特ᚩ的である。࿘

ᅖの㇏かな自↛をうまࡃ活かすᙧで、体㦂ᆺᐟἩ施設

などに改修しているのではないかと考えらࢀる。�

 
３．タの運営について�

（１）事業用目的�

� 建物を改修した目的については「ᆅᇦの活性」が

᭱もከࡃみらࢀた（ᅗ㸵）。「ᆅᇦの活性」を㑅ᢥし

た施設の改修後の用途をみると２９施設のう２０ࡕ

施設（㸵０㸣）がఫᏯや体㦂ᐟἩ施設、ࢤスト࢘ࣁス

など、となっており、㉺๓町⛣ఫ・ᆅᇦᒃఫ体㦂施

設（௬）（㉺๓町）をはࡵࡌとした定ఫಁ進を目的とし

た体㦂ఫᏯがከࡃぢらࢀる。�

（２）タの⟶⌮運営⤌⧊�

� 施設の運営管理組織は体の６３㸣をᆅ᪉公ඹ団体

が༨ࡵる⤖ᯝとなった（ᅗ８）。体の１㸳㸣と２␒目

にྜの㧗い「ἲே᱁をもたない௵ព団体（௵ពのま

り組織など）」や「株式会社」などの管理運営がࡃ࡙ࡕ

体の⣙３をᩘえるという事実は、実㝿にᙜ事業が

民間に㛤かࢀている事業であることを♧している。�

（３）タのබඹ�民間のᛶ㉁�

ᙜ事業を活用した施設について、費用㈇ᢸ、運営組

織、ᣦ定管理者ไ度の᭷↓という３つのᣦᶆを用いて、

公ඹ改修公ඹ運営タイプ（௨ୗ、タイプ㸿）、公ඹ改修 
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ᅗ㸳� ᘓ⠏ᵓ㐀（Q ��（0$））ࠊᘓ⠏ᵝᘧ（Q ��（0$））ࠊᘓ⠏ᖺ௦（Q ��（0$）） 
�

 

ᅗ㸴� タの❧ᆅ区ᇦ（Q ��）ࠊᆅᇦఫᏯィ⏬にᐃめࢀࡽた区ᇦのタ（Q ��）ࠊ�

Ⅳ等ᆅᇦཪは㐣ᆅᇦのタ（Q ��）�

 

民間運営タイプ（௨ୗ、タイプ㹀）、公ඹ改修ᣦ定管理

者運営タイプ（௨ୗ、タイプ㹁）、公ඹ㸩民間改修民間

運営タイプ（௨ୗ、タイプ㹂）と、４タイプにศ㢮し

た（ᅗ９）。空き家再生等推進事業が公的資金を投入す

る事業であることから、活用した施設は公ඹ的な性質

をᣢつ施設がከいࢁࡔうと定できる中、実㝿どの⛬

度のྜが民間の性質をᣢっている施設なのかを把握

するたࡵである。 
� �㹁についてࠊ㹀ࠊ㸿ࣉࢱ（１

タイプ㸿、㹀、㹁は๓述のとおり費用㈇ᢸを公ඹが

行っている施設であり、公ඹの特Ⰽが⃰いという点で

タイプ㹂とは性質が␗なる施設と⨨࡙けらࢀる。

ྜは体の８９㸣とከᩘをしࡵる⤖ᯝとなった。なお、

タイプ㹀は民間組織が運営はしてはいるが、組織の事

業収支のศᯒ⤖ᯝをぢると、こࢀらの施設は行政から

の補助を受けており、経済的に自立していないたࡵ、

公ඹの特Ⰽがᙉいタイプにศ㢮できるとุ᩿した。 
�㹂についてࣉࢱ（２

民間が改修費用を㈇ᢸし、ࡉらに運営組織も民間事

業者がᢸうことで、民間の特Ⰽがᙉいタイプ㹂は㒊 
で６施設であり、体の１２㸣という⤖ᯝࡔった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

�

�

�

４．民間の運営タの実態�

（１）はじめに�

タイプ㹂の６施設のうࡕヒヤリングがྍ⬟ࡔった４

施設に対してゼ問ヒヤリング調査を実施し、運営実態

についてศᯒを行った（⾲２）。１）民間事業者がどの

ように事業を▱ったか、２）公的資金を活用するたࡵ、

どのように行政ഃと関ࢃったのか、３）民間運営をど

のように⥅⥆していࡃか、という３点が重要であると

考えศᯒを行った。 
（２）事業ไᗘと用者とのࢢࣥࢳࢵ࣐�

事業を▱るきっかけについては、詳細が明であるケ

ースもあったが、⬟ື的に空き家活用事業を進ࡵよう

とືいた民間事業体がその活ືの㐣⛬で、ᙜ事業の

情報をᣢっている行政ᢸᙜ者ഃからその存在を▱らࡉ

、たというケースがከかった（４施設中２施設）。またࢀ

ᗈ࿌や᪂⪺、㹒㹔、ࢵࢿトなど、いࡺࢃるメࢹアか

ら情報をᚓたというは↓かった。 
（３）⾜ᨻとの༠業యไ�

行政のᢸᙜ者がᙜ事業ไ度についてまࡔ理ゎしきࢀ

ていないケースがከࡃぢらࢀた。また、設ィ段㝵から

行政ᢸᙜ者が関ࢃっていないሙྜ、後々に設ィኚ᭦要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ᅗ㸵� 事業を用した目的（Q ��）�

 
ᅗ㸶� ⟶⌮運営⤌⧊（Q ��）�

 

ᅗ㸷� 用㈇ᢸ㈝ࠕ ⧊⤌運営ࠕࠖ �ᣦᐃ⟶⌮者の᭷↓ࠖに╔目したタの分㢮ࠕࠖ
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ồが出てࡃるケースがぢらࢀた。 
（４）事業⥅⥆ᛶをಖつୖ࡛のㄢ㢟ࡑࡸのゎỴ⟇�

いࢀࡎの施設も、ᙜ事業を活用し、改修にかかるึ

ᮇ投資費用を‽備できたことから、事業を㛤始するこ

とがྍ⬟となったが、事業費やே௳費の出などㄢ題

はከい。今ᅇྲྀりୖࡆたケースでは、⤖ᯝとしてはど

の施設も今のとこࢁ事業収支はᏳ定していたが、収益

性はỴして㧗いとこࡤࢁかりではない。 
運営の工ኵについて、㘽となっているのはᆅᇦఫ民

や学生などの༠ຊをᚓる᪉ἲである。えࡤ学生やᆅ

ᇦఫ民のࣛ࣎ンࢸアなどが運営の୍㒊をᢸうことに

よって、ே௳費や࣐ンࣃワーを補ሸしているがあっ

た。また、いࢀࡎの施設もまࡔ事業㛤始して間もない

ᮇで、▱ྡ度がపいことをㄢ題としてᣲࡆている。 
 
㸳．⤖ㄽ�

（１）活用実態について�

� 改修๓後の用途をぢると、改修๓はఫᏯがከࡃ、改

修後はఫᏯ・ᐟἩ施設がከࡃぢらࢀる。そのでは学

ᰯ等の公ඹ施設がぢらࢀる୍᪉で、事ົ所・ᗑ⯒等の

民間施設も୍㒊でぢらࢀる。改修ෆᐜについては「用

途ኚ᭦にకう改修」がከࡃぢらࢀた。施設の࢜ープン

ᮇについては ����年௨㝆、ᛴ増している。ɔ 㐀・建

⠏様式・建⠏年௦については、ᮌ㐀・近௦建⠏・

がከࡃぢらࢀた。�

（２）民間⤌⧊による運営実態について�

公ඹと民間が改修し、民間が運営している４施設に

ついては、いࢀࡎも経済的に自立している運営組織で

あることがࢃかった。こࢀらのྜは体の１２㸣と 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ỵしてከࡃはないᩘ್であったが、空き家・空き建物

を活用することで、民間の事業者やᚑ業ဨの㞠用を実

⌧するなど、行政、民間事業者、ᆅᇦఫ民の３者にと

ってከࡃの点・メリࢵトを生み出している。しかし

ながら、ྛ組織はいࢀࡎも、ே手㊊や収益のᏳ定性

の確ಖ、▱ྡ度の㊊などの㞴しいㄢ題をᢪえており、

今後様々なゅ度からの対策をㅮࡌる必要があるࢁࡔう。 
 
࠙補ὀࠚ 
（１）空き家再生等推進事業は「活用事業タイプ」と「除去事業タイ

プ」とあるが、本研究では空き家の改修活用に関してศᯒすることか

ら「活用事業タイプ」にしࡰって着目した。 
（２）メールによるアンケートは᭱ึに実施したもの௨እに㏣加で１

度実施したものをྵྜࡵィ２ᅇである。１ᅇ目と２ᅇ目では᭷ຠᅇ⟅

ᩘが␗なっている。 
（３）２ᅇのメールアンケート調査、郵送アンケート調査、ヒヤリン

グ調査の実施ᮇは、そ2014、ࢀࡒࢀ 年 7㹼8 ᭶、2014 年 8 ᭶㹼10
᭶、2014 年 11 ᭶㹼12 ᭶、2014 年 9 ᭶㹼2015 年 1 ᭶である。 
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Residents’ Lifestyles in the Rental Dwellings Remodeled by the Residents Themselves
-Through the Case of Horikawa Housing Complex-

Four rental dwellings, which residents can remodel by themselves, were supplied and 
planned in Horikawa housing complex. We aimed to clarify residents’ lifestyles in the 
dwellings. As a result, the residents had the high motivation to adapt their characteristic 
lifestyles, but didn’t have the high motivation to remodel their dwellings by themselves. 
In addition, we also aimed to clarify the conditions to plan the dwellings, which residents 
can remodel by themselves. As a result, two conditions are necessary. One is to plan the 
dwelling to correspond resident’s remodel needs and ability. The other is to make the 
support system for the residents, whose remodel ability is low. 
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Keywords: Rental Apartment Housing, Housing Regeneration, Dwelling Remodeling, DIY, Lifestyle
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